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□　目的

　近年、物流施設では免震化へのニーズが高まっており、基礎工事の合理化や建設コストの削減が可能となる杭頭免

震工法が数多く採用されている。一方、杭頭免震工法は杭を連結する部材（基礎梁等）の剛性が低いことから、杭頭

に曲げ回転変形が生じ易くなり、それに起因して積層ゴムの力学特性が変化することが指摘されている。

　本研究は、杭頭免震工法の物流施設を対象とし、建物－免震層－基礎梁－杭－地盤の連成解析モデルを用いた地震

応答解析を行い、下部構造特性や地盤条件に応じた積層ゴム力学特性を定量的に評価することを目的とする。

□　概要

　近年の研究に基づく図－１のような連成解析モデルを構築し、基礎梁剛性、杭種別、地盤条件および表層地盤厚を

解析変動因子（表－１参照）とした地震応答解析による検討を行った。積層ゴムには、積層ゴム端部の曲げ回転変形

や種々の非線形性を考慮できる三山の解析モデルを使用した。積層ゴムの力学特性として等価水平剛性Keqと上下部

材への曲げモーメント分配率αM（=MA/M0：積層ゴムの下部材に作用する曲げモーメントにM0に対する上部材に作

用する曲げモーメントMAの比率）に着目し、動的挙動を考慮した積層ゴム力学特性の評価を行った。

□　結論

　地震応答解析によるパラメトリック・スタディの結果、解析変動因子に応じた等価水平剛性Keqと曲げモーメント

分配率αM の傾向を明らかにした（図－２および図－３参照）。また、地震による動的外乱下の積層ゴムの力学特性

値は静的解析では適正に評価できないことを示し、本研究による評価の妥当性を示した。

１．動的挙動を考慮した杭頭免震建物における積層ゴム力学特性の評価
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図－３　積層ゴムの曲げモーメント分配率（左２図：表層地盤圧20m、右２図：表層地盤厚30m）

図－２　積層ゴムの水平剛性比率（左２図：表層地盤圧20m、右２図：表層地盤厚30m）

表－１　解析変動因子

図－１　連成解析モデル


